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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　当初の防水シートを下地面に留める防水シート留め具おいて、
　将来の張替えまたは重ね貼りのための改修用防水シートの端部を取り付けるシート取付
手段を備えており、
　前記シート取付手段は、前記下地面に対向して設けられて、前記改修用防水シートの端
部を取り付ける取付面を有することを特徴とする防水シート留め具。 
【請求項２】
　前記下地面に前記当初の防水シートを留める固定部を有し、
　この固定部より前記防水シート上の水の流れの下流側に前記シート取付手段が設けられ
ていることを特徴とする請求項１に記載の防水シート留め具。 
【請求項３】
　前記取付面に、前記改修用防水シートの端部が接着手段によって取り付けられることを
特徴とする請求項１または２に記載の防水シート留め具。 
【請求項４】
　前記取付面は、前記改修用防水シートの端部を前記下地面または下地面上の当初の防水
シートとで挟持することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の防水シート留
め具。 
【請求項５】
　前記シート取付手段は、前記下地面と平行な複数の面状部材を所定の隙間をもって重ね
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た構造となっており、
　前記下地面に設けられた当初の防水シートとこの防水シートに最も近い前記面状部材と
の間、および隣り合う前記面状部材間に、前記改修用防水シートの端部を差し込み可能で
あることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の防水シート留め具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の壁面等の下地面に防水シートを留める防水シート留め具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１に示すように、陸屋根構造の建物では、陸屋根を構成する床板面の
上に断熱材を兼ねた防水下地パネルを敷き詰めて防水下地を形成し、その上に絶縁材を敷
き込み、最後に防水シートを敷き込んでいる。また、陸屋根から突出するパラペットの壁
面にも防水シートを取り付け、この防水シートを陸屋根まで延出して、この延出した部分
を陸屋根に敷設した防水シートに接合するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２４７８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、壁面に取り付けられた当初の防水シートが経年劣化した場合や破損した場合
、当該防水シートを改修する必要がある。この場合、当初の防水シートを壁面から剥がし
て、改修用防水シートに新たに張り替えるか、または、当初の防水シート上に改修用防水
シートを重ね貼りするなどの手段を採ることがある。
　この際、例えば改修用防水シートの端部を、押え金物によって下地面または下地面に取
り付けられた当初の防水シートに押え付けて、当該端部の剥がれを防止するとともに、同
端部を見切る等の端部処理を行うことがある。しかし、押え金物を使用した場合、その分
コストがかかるばかりか、押え金物を留める止着材等が外部に露出してしまい、見映えも
よくないという問題がある。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、押え金物を使用することなく、改修用防水
シートの端部処理ができる防水シート留め具を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、例えば図１および図２に示すよ
うに、当初の防水シート６を下地面２ａに留める防水シート留め具１０おいて、
　将来の張替えまたは重ね貼りのための改修用防水シート６ａの端部を取り付けるシート
取付手段１３を備えており、
　前記シート取付手段１３は、前記下地面２ａに対向して設けられて、前記改修用防水シ
ート６ａの端部を取り付ける取付面１３ａを有することを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、当初の防水シート６を下地面２ａに留める防水シート
留め具１０が改修用防水シート６ａの端部を取り付けるシート取付手段１３を備えている
ので、防水シート改修の際に、このシート取付手段１３に改修用防水シート６ａの端部を
取り付けることによって、新たに押え金物等を使用することなく、当該端部の剥がれを防
止するとともに、同端部を見切る等の改修用防水シート６ａの端部処理が行える。
　また、シート取付手段１３が取付面１３ａを有しているので、この取付面１３ａに改修
用防水シート６ａの端部を取り付けることによって、この端部を下地面２ａまたはこの下
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地面２ａに設けられた当初の防水シート６に対向配置して押し付けることができ、この結
果、改修用防水シート６ａの上端部が下地面２ａまたは防水シート６から剥離するのを確
実に防止できる。
【０００８】
　ここで、前記下地面としては、例えば建物のパラペットの側面、壁面、陸屋根の上面等
が挙げられるが、これらに限ることなく、防水シートを取り付ける下地面であればよい。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の防水シート留め具において、
　前記下地面２ａに前記当初の防水シート６を留める固定部１２を有し、
　この固定部１２より前記防水シート６上の水の流れの下流側に前記シート取付手段１３
が設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、当初の防水シート６を下地面２ａに留めている固定部
１２より水の流れの下流側にシート取付手段１３が設けられているので、改修用防水シー
ト６ａの端部を前記固定部１２に干渉することなくシート取付手段１３に取り付けること
ができる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の防水シート留め具において、
　前記取付面１３ａに、前記改修用防水シート６ａの端部が接着手段１４によって取り付
けられることを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、取付面１３ａに改修用防水シート６ａの端部が接着手
段１４によって取り付けられるので、当該端部が取付面１３ａから外れるのを防止できる
。したがって、改修用防水シート６ａの端部処理をより確実に行うことができるとともに
、取付面３ａと改修用防水シート６ａとの間からの漏水を確実に防止できる。
　ここで、接着手段１４としては、例えば湿式のシーリング材１４が好適に使用される。
シーリング材１４を使用することによって、取付面１３ａと改修用防水シート６ａの端部
とが水密に接着されるので、防水効果が高まる。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の防水シート留め具にお
いて、
　前記取付面１３ａは、前記改修用防水シート６ａの端部を前記下地面２ａまたは下地面
２ａ上の当初の防水シート６とで挟持することを特徴とする。
【００１６】
　請求項４に記載の発明によれば、改修用防水シート６ａの端部が取付面１３ａと下地面
２ａまたは下地面２ａ上の当初の防水シート６とで挟持されるので、改修用防水シート６
ａの端部を確実に固定できる。
【００１７】
　請求項５に記載の発明は、例えば図３および図４に示すように、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の防水シート留め具において、
　前記シート取付手段２０は、前記下地面２ａと平行な複数の面状部材２１・・・を所定
の隙間をもって重ねた構造となっており、
　前記下地面２ａに設けられた当初の防水シート６とこの防水シート６に最も近い前記面
状部材２１との間、および隣り合う前記面状部材２１，２１間に、前記改修用防水シート
６ａの端部を差し込み可能であることを特徴とする。
【００１８】
　請求項５に記載の発明によれば、まず、最初の改修において改修用防水シート６ａを当
初の防水シート６に重ね貼りする際に、当初の防水シート６と、この防水シート６に最も
近い第１番目の面状部材２１との間に第１番目の改修用防水シート６ａの端部を差し込ん
で取り付けることができる。
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　次の改修において第１番目の改修用防水シート６ａに第２番目の改修用防水シート６ａ
を重ね貼りする際に、第１番目の面状部材２１と、この面状部材２１に隣り合う第２番目
の面状部材２１との間に第２番目の改修用防水シート６ａの端部を差し込んで取り付ける
ことができる。
　同様にして、次の改修において前の改修用防水シート６ａに次の改修用防水シート６ａ
を重ね貼りする際に、次の隣り合う面状部材２１，２１間に、次の改修用防水シート６ａ
の端部を差し込んで取り付けることができる。
　したがって、複数回の防水シートの改修に容易に対応できる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、防水シート留め具が改修用防水シートの端部を取り付けるシート取付
手段を備えているので、このシート取付手段に改修の際に改修用防水シートの端部を取り
付けることによって、新たに押え金物等を使用することなく、当該端部の剥がれを防止す
るとともに、同端部を見切る等の改修用防水シート６ａの端部処理が行える。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る防水シート留め具の第１の実施の形態を示すもので、防水シート留
め具を使用して防水シートの改修を行った際のパラペット上端部を示す断面図である。
【図２】同、防水シート留め具の一部の斜視図である。
【図３】本発明に係る防水シート留め具の第２の実施の形態を示すもので、防水シート留
め具を使用して防水シートの改修を行った際のパラペット上端部を示す断面図である。
【図４】同、防水シート留め具の一部の斜視図である。
【図５】同、シート取付手段の第１変形例を示す要部の断面図である。
【図６】同、シート取付手段の第２変形例を示す要部の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明に係る防水シート留め具の実施の形態について説明する。
（第１の実施の形態）
　図１および図２は第１の実施の形態を示すもので、図１は防水シート留め具を使用して
防水シートの改修を行った際のパラペット上端部の断面図、図２は防水シート留め具の一
部の斜視図である。
【００２２】
　パラペット１は、建物の屋上やベランダなどの端部に設けられたものであり、建築用の
複数の壁パネルを連設することによって構成されたパラペット本体２と、このパラペット
本体２の上端部に取り付けられた頭つなぎ３と、パラペット本体２の建物外側を向く面に
所定の隙間をもって取り付けられた外装材４とを備えており、このパラペット１の上端部
に笠木５が取り付けられている。なお、頭つなぎ３は、連設された複数の壁パネルの上端
部を連結するためのものである。
【００２３】
　パラペット本体２の建物側を向く側面（下地面）２ａには塩ビ製の防水シート６が貼り
付けられている。この防水シート６は、建物の新築時に施工された当初の防水シート６で
あり、パラペット本体２の上端面から側面２ａに亙って連続して設けられ、パラペット本
体２の下端部まで延在している。
　パラペット本体２の側面（下地面）２ａの上端部には、本発明に係る防水シート留め具
１０が防水シート６を挟んで取り付けられている。
【００２４】
　防水シート留め具１０は、図１おいて紙面と直交する方向に長尺なものであり、例えば
金属や樹脂等を押出し成形することによって形成されている。
　防水シート留め具１０は、図１および図２に示すように、上板部１０ａ、下板部１０ｂ
、背板部１０ｃ、前板部１０ｄ、水平板部１０ｅ、延出板部１０ｆが一体的に形成された
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ものである。
　上板部１０ａと下板部１０ｂとは平行に配置されており、これら上下の板部１０ａ，１
０ｂが背板部１０ｃによって連結されている。前板部１０ｄは下板部１０ｂの先端から上
方に突出しており、水平板部１０ｅは前板部１０ｄの先端から内側に向けられて上下の板
部１０ａ，１０ｂと平行に設けられている。水平板部１０ｅと上板部１０ａとは上下に間
隔をもって設けられており、この間隔から後述する止着材１１を挿入して、背板部１０ｃ
を貫通して下地面２ａにねじ込むまたは打ち込むようになっている。
　延出板部１０ｆは、下板部１０ｂと背板部１０ｃとの交差部から下方に延出するもので
あり、該交差部から斜め下方に延出する傾斜板部１０ｇと傾斜板部１０ｇの下端から垂下
する垂下板部１０ｈとから構成されている。垂下板部１０ｈは背板部１０ｃより前板部１
０ｄ側に位置しており、これによって、背板部１０ｃを防水シート６を挟んで下地面２ａ
に固定した際に、防水シート６と垂下板部１０ｈとの間に所定の隙間が設けられるように
なっている。
【００２５】
　前記防水シート留め具１０は、背板部１０ｃを防水シート６の上部に当接したうえで、
水平板部１０ｅと上板部１０ａとの間からビス等の止着材１１を挿入して、この止着材１
１を側面（下地面）２ａにねじ込むことによって、防水シート６を挟んで側面（下地面）
２ａに固定されている。このように、背板部１０ｃと止着材１１によって、側面（下地面
）２ａに当初の防水シート６を留める固定部１２が構成されている。
　この固定部１２より防水シート６上の水の流れの下流側（下側）にシート取付手段１３
が設けられている。このシート取付手段１３は、将来の張替えまたは重ね貼りのための改
修用防水シート６ａの上端部を取り付けるものであり、前記延出板部１０ｆによって構成
されている。
【００２６】
　シート取付手段１３は、前記側面（下地面）２ａに対向して設けられて、新規防水シー
６ａの上端部を取り付ける取付面１３ａを有している。この取付面１３ａは前記垂下板部
１０ｈの裏面で構成されており、防水シート６の表面から離間している。したがって、こ
の取付面１３ａと、防水シート６の表面と、前記傾斜板部１０ｇとの裏面とによって、下
方に開口した溝部が形成されている。
　そして、防水シート改修時に、防水シート６の表面と取付面１３ａとの間の隙間に改修
用防水シート６ａの上端部が差し込まれるようになっている。なお、この隙間は改修用防
水シート６ａの厚さより大きくなっている。
　また、この取付面１３ａに改修用防水シート６ａの上端部が接着手段を構成する湿式の
シーリング材１４によって取り付けられるようになっており、改修用防水シート６ａの上
端部は、取付面１３ａと防水シート６とによって挟持されるようになっている。
【００２７】
　なお、前記笠木５はその一端部が外装材４の表面にシーリング材１５を介して当接され
ており、他端部が防水シート留め具１０の前板部１０ｄにシーリング材１５を介して当接
されている。
【００２８】
　防水シート改修時には、改修用防水シート６ａを当初の防水シート６の表面に重ね貼り
するとともに、当該改修用防水シート６ａの上端部を、防水シート６の表面と取付面１３
ａとの間の隙間に差し込んだうえで、シーリング材１４を改修用防水シート６ａの上端部
の表面と取付面１３ａとの間に充填する。
　これによって、取付面１３ａに改修用防水シート６ａの上端部がシーリング材１４によ
って取り付けられるとともに、改修用防水シート６ａの端部が取付面１３ａと当初の防水
シート６の表面とによって挟持される。
【００２９】
　本実施の形態によれば、当初の防水シート６を下地面２ａに留める防水シート留め具１
０が改修用防水シート６ａの上端部を取り付けるシート取付手段１３を備えているので、
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改修の際に、このシート取付手段１３に改修用防水シート６ａの上端部を取り付けること
によって、新たに押え金物等を使用することなく、当該端部の剥がれを防止するとともに
、同端部を見切る等の改修用防水シート６ａの端部処理が行える。
　また、当初の防水シート６を下地面２ａに留めている固定部１２より下側にシート取付
手段１３が設けられているので、改修用防水シート６ａの上端部を固定部１２に干渉する
ことなくシート取付手段１３に取り付けることができる。
　さらに、防水シート留め具１０を下地面２ａに固定する止着材１１が、防水シート留め
具１０の内側に配置されるとともに、笠木５によって、上板部１０ａと水平板部１０ｅと
の間からの風雨の侵入が防止されているので、止着材１１付近からの漏水を防止できる。
【００３０】
　また、シート取付手段１３が取付面１３ａを有しているので、この取付面１３ａに改修
用防水シート６ａの上端部を取り付けることによって、この上端部を当初の防水シート６
の表面に対向配置して押し付けることができ、この結果、改修用防水シート６ａの上端部
の防水シート６からの剥離を防止できる。
　また、取付面１３ａに改修用防水シート６ａの上端部がシーリング材１４によって取り
付けられるので、当該上端部が取付面１３ａから外れるのを防止できる。したがって、改
修用防水シート６ａの上端部の処理をより確実に行うことができるとともに、取付面３ａ
と改修用防水シート６ａとの間からの漏水を確実に防止できる。
　さらに、改修用防水シート６ａの上端部が取付面１３ａと当初の防水シート６とで挟持
されるので、改修用防水シート６ａの上端部を確実に固定できる。
【００３１】
　なお、本実施の形態では、防水シート改修時に当初の防水シート６を残したままで、当
該防水シート６に改修用防水シート６ａを重ね貼りする場合を例にとって説明したが、本
発明では、防水シート改修時に、当初の防水シート６を、防水シート留め具１０の固定部
１２の背板部１０ｃの下端位置で切断して、下地面２ａから剥がしたうえで、この下地面
２ａに改修用防水シート６ａを貼り付ける場合、つまり、張替えの場合にも適用できる。
　この場合、改修用防水シート６ａを下地面２ａに貼り付けるとともにに、当該改修用防
水シート６ａの上端部を、下地面２ａと取付面１３ａとの間の隙間に差し込んだうえで、
シーリング材１４を改修用防水シート６ａの上端部の表面と取付面１３ａとの間に充填す
ればよい。
【００３２】
（第２の実施の形態）
　図３および図４は第２の実施の形態を示すもので、図３は防水シート留め具を使用して
防水シートの改修を行った際のパラペット上端部の断面図、図４は防水シート留め具の一
部の斜視図である。
【００３３】
　本実施の形態が、前記第１の実施の形態と異なる点は、防水シート留め具１０のシート
取付手段の構成であるので、以下ではこの点について詳しく説明し、第１の実施の形態と
共通部分には同一符号を付してその説明を簡略化ないし省略する。
　本実施の形態の防水シート留め具１０のシート取付手段２０は、前記下地面２ａと平行
な複数（例えば３枚）の面状部材２１・・・を防水シート６の厚さ方向に所定の隙間をも
って重ねた構造となっている。
【００３４】
　面状部材２１・・・は前記下板部１０ｂの下面に、下板部１０ｂと一体的に、かつ、防
水シート留め具１０の長手方向に延在して形成されている。
　隣り合う面状部材２１，２１間の隙間、固定部１２を構成する背板部１０ｃの表面を下
側に延長した仮想平面と背板部１０ｃに最も近い面状部材２１との間の隙間は、それぞれ
改修用防水シート６ａの厚さより大きくなっている。
　これによって、前記下地面２ａに留められた当初の防水シート６とこの防水シート６に
最も近い面状部材２１との間、および隣り合う面状部材２１，２１間に、改修用防水シー
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ト６ａの上端部を差し込み可能となっている。
【００３５】
　面状部材２１は、前記下地面２ａに対向して設けられて、新規防水シー６ａの上端部を
取り付ける取付面２１ａを有している。この取付面２１ａは面状部材２１の表面で構成さ
れており、防水シート６の表面から離間している。
　防水シート６に最も近い面状部材２１の取付面２１ａと防水シート６の表面と下板部１
０ｂの下面とによって、下方に開口した溝部が形成されている。
　また、隣り合う面状部材２１，２１の表面（取付面２１ａを含む）と下板部１０ｂの下
面とによって、下方に開口した溝部が形成されている。
　そして、防水シートの複数回の改修時に、内側の溝から順番に改修用防水シート６ａの
上端部が差し込まれるようになっている。
【００３６】
　また、取付面２１ａに改修用防水シート６ａの上端部が湿式のシーリング材１４によっ
て取り付けられるようになっており、最初の改修時における改修用防水シート６ａの上端
部は、防水シート６に最も近い面状部材２１の取付面２１ａと防水シート６とによって挟
持されるようになっている。
　また、２回目、３回目の改修時における改修用防水シート６ａの上端部は、それぞれ隣
り合う面状部材２１の取付面２１ａと、この取付面２１ａに対向する面状部材２１の裏面
とによって挟持されるようになっている。
【００３７】
　最初の防水シート改修時には、改修用防水シート６ａを当初の防水シート６の表面に重
ね貼りするとともに、当該改修用防水シート６ａの上端部を、当初の防水シート６と、こ
の防水シート６に最も近い第１番目の面状部材２１との間に差し込んだうえで、シーリン
グ材１４を改修用防水シート６ａの上端部の表面と取付面２１ａとの間に充填する。
　これによって、取付面２１ａに改修用防水シート６ａの上端部がシーリング材１４によ
って取り付けられるとともに、改修用防水シート６ａの端部が取付面２１ａと当初の防水
シート６の表面とによって挟持される。
【００３８】
　２回目の防水シート改修時には、第２番目の改修用防水シート６ａを第１番目の改修用
防水シート６ａの表面に重ね貼りするとともに、当該第２番目の改修用防水シート６ａの
上端部を、第１番目の面状部材２１とこれに隣り合う第２番目の面状部材２１との間に差
し込んだうえで、シーリング材１４を第２番目の改修用防水シート６ａの上端部の表面と
第２番目の面状部材２１の取付面２１ａとの間に充填する。
　これによって、第２番目の面状部材２１の取付面２１ａに第２番目の改修用防水シート
６ａの上端部がシーリング材１４によって取り付けられるとともに、当該改修用防水シー
ト６ａの端部が第２番目の面状部材２１の取付面２１ａと第１番目の面状部材２１の裏面
とによって挟持される。
【００３９】
　３回目の防水シート改修時には、第３番目の改修用防水シート６ａを第２番目の改修用
防水シート６ａの表面に重ね貼りするとともに、当該第３番目の改修用防水シート６ａの
上端部を、第２番目の面状部材２１とこれに隣り合う第３番目の面状部材２１との間に差
し込んだうえで、シーリング材１４を第３番目の改修用防水シート６ａの上端部の表面と
第３番目の面状部材２１の取付面２１ａとの間に充填する。
　これによって、第３番目の面状部材２１の取付面２１ａに第３番目の改修用防水シート
６ａの上端部がシーリング材１４によって取り付けられるとともに、当該改修用防水シー
ト６ａの端部が第３番目の面状部材２１の取付面２１ａと第２番目の面状部材２１の裏面
とによって挟持される。
【００４０】
　本実施の形態によれば、前記第１の実施の形態と同様の効果を得られる他、最初の改修
において、当初の防水シート６と、この防水シート６に最も近い第１番目の面状部材２１
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との間に第１番目の改修用防水シート６ａの上端部を差し込んで取り付けることができ、
次の改修の際は、第１番目の面状部材２１と、この面状部材２１に隣り合う第２番目の面
状部材２１との間に第２番目の改修用防水シート６ａの上端部を差し込んで取り付けるこ
とができ、同様にして、次の隣り合う面状部材２１，２１間に、第３番目の改修用防水シ
ート６ａの上端部を差し込んで取り付けることができるので、３回の防水シートの改修に
容易に対応できるという効果を得られる。
【００４１】
　図５は第２の実施の形態の防水シート留め具１０を構成するシート取付手段２０の第１
変形例を示す要部の断面図である。
　このシート取付手段２０では、各面状部材２１の取付面２１ａに、断面鋸刃状の被係合
部２１ｂが形成されている。
　一方、前記湿式のシーリング材１４の代わりに、乾式のシーリング材１４ａが使用され
、この乾式のリーリング材１４ａの表面に、断面鋸刃状で、かつ、前記被係合部２１ｂに
係合される係合部１４ｂが形成されている。
【００４２】
　そして、最初の防水シート改修時には、改修用防水シート６ａの上端部を、当初の防水
シート６と、この防水シート６に最も近い第１番目の面状部材２１との間に差し込んだう
えで、シーリング材１４ａを改修用防水シート６ａの上端部の表面と取付面２１ａとの間
に差し込み、シーリング材１４ａの係合部１４ｂを取付面２１ａに形成された被係合部２
１ｂに係合する。
　同様に、２回目、３回目の防水シート改修時には、改修用防水シート６ａの上端部を、
隣り合う面状部材２１，２１間に差し込み、シーリング材１４ａの係合部１４ｂを取付面
２１ａに形成された被係合部２１ｂに係合する。
【００４３】
　本例では、シーリング材１４ａが乾式のものであるので、防水シート６と第１番目の面
状部材２１との間や、隣り合う面状部材２１，２１間に、下方から容易にシーリング材１
４ａを差し込むことができる。
　また、シーリング材１４ａの表面に、断面鋸刃状の係合部１４ｂが形成されているので
、この係合部１４ｂが取付面２１ａの被係合部２１ｂに係合するとともに改修用防水シー
ト６ａの上端部に喰い付くので、改修用防水シート６ａの上端部を確実に固定することが
できる。
【００４４】
　図６は前記第２の実施の形態の防水シート留め具１０を構成するシート取付手段２０の
第２変形例を示す要部の断面図である。
　このシート取付手段２０では、第１番目の面状部材２２ａ、第２番目の面状部材２２ｂ
、第３番目の面状部材２２ｃのそれぞれの上下の長さがこの順番で長くなっている。した
がって、第１番目の面状部材２２ａ、第２番目の面状部材２２ｂ、第３番目の面状部材２
２ｃのそれぞれの下端の位置が、この順番で高くなっている。
【００４５】
　そして、防水シート改修は、前記第２の実施の形態の場合と同様にして行うが、２番目
の面状部材２２ｂの方が１番目の面状部材２２ａより下端の高さが高いので、２回目の改
修の際に、２番目の改修用防水シート６ａの上端部を隣り合う面状部材２２ａ，２２ｂ間
に差し込み易く、さらに、３番目の面状部材２２ｃの方が２番目の面状部材２２ｂより下
端の高さが高いので、３回目の改修の際に、３番目の改修用防水シート６ａの上端部を隣
り合う面状部材２２ｂ，２２ｃ間に差し込み易くなる。
【００４６】
　なお、上記の各実施の形態や変形例では、本発明に係る防水シート留め具によって、パ
ラペット１の防水シート改修を行う場合について説明したが、本防水シート留め具は、パ
ラペット１に限ることなく、建物の壁面や陸屋根の上面の防水シート改修を行う場合にも
使用できる。
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【符号の説明】
【００４７】
　１　パラペット
　２ａ　側面（下地面）
　６　当初の防水シート
　６ａ　改修用防水シート
　１０　防水シート留め具
　１２　固定部
　１３，２０　シート取付手段
　１３ａ，２１ａ　取付面
　１４　シーリング材（接着手段）
　２１，２２ａ，２２ｂ，２２ｃ　面状部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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